
令和７年度校内研究テーマ

グローカルリーダーに求められる

エージェンシーの育成

～自己調整学習を通して～



1 テーマ設定の理由

2   「エージェンシーの育成」を目指す
「自己調整学習」の授業研究とは 

3 具体的な取組に向けて 



令和７年度校内研究テーマ

グローカルリーダーに求められる

エージェンシーの育成

～自己調整学習を通して～



【学校教育目標】

グローカルリーダー（Think globally, act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち，人や社会と豊かに関わり，

自己を磨き合う子どもの育成～

〔学びに向かう力・人間性等〕
○グローカルな視点を持ち世界やふるさとに貢献できる人間性の涵養

〔思考力・判断力・表現力等〕
○未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現力の育成

〔知識・技能〕
○生きて働く知識・技能の習得

附属刷新プランH26.1.31

１ グローバル人材の育成

1 テーマ設定の理由



グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成

☆「Think globally」
グローバルに世界規模で考える

☆「Act locally」
ローカルで行動する

1 テーマ設定の理由



R6年度 4年3組 総合的な学習の時間
「知ろう！考えよう！広げよう！身近にある食品ロス ～食品ロス減らし隊～」

探究課題 身近な食品ロスの問題とその削減に向けて自分たちにできる取組

1 テーマ設定の理由



☆グローバルに世界規模で考える

食品ロス問題

世界的課題

国際連合広報センターHPより

目標12のターゲット＝達成目標
12－3
2030年までに、お店や消費者のところで捨てられる食

料（一人当たりの量）を半分に減らす。また、生産者か
らお店への流れのなかで、食料が捨てられたり、失われ
たりすることを減らす。

1 テーマ設定の理由



☆ローカルで行動する＝自分事として捉える

住んでいる地域や身の回りでできることから実践する

1 テーマ設定の理由



“エージェンシー”
「変化を起こすために、

自分で目標を設定し、振り返り、責任を持って行動する能力」

1 テーマ設定の理由

グローカルリーダーに求められる

エージェンシーの育成

～自己調整学習を通して～



2030年は、より「VUCA」な時代になる!?

「V(volatile)」変化のしやすさ 「U(uncertain)」不確実さ
「C(complex)」複雑さ   「A(ambiguous)」曖昧さ

社会における変化 経済面での変化 個人レベルでの変化

「変わりゆく社会にどう対応していくか」という受動的姿勢

「どのような社会を作り上げていくか」という能動的な姿勢

1 テーマ設定の理由



①「移民の増加」
→他言語を話す子供の増加
→様々な背景を持つ子供の増加
→学力格差
②「地球環境の変化」
→温室効果ガスの影響による「水
不足」「農業生産の減少」「栄
養失調」「生物種の大量絶滅」

③「自然災害の増加」
→地震・津波・洪水・台風・干バ
ツ・火山の噴火・

④「政府に対する信頼の低下」
→各種の法令や様々なルールを守
ろうとする意識が失われる可能
性

⑤「テロやサイバー犯罪の増加」
→サイバー犯罪の被害者になるリ
スクが約85%

①「経済的な格差の拡大」
→労働者の賃金低下、資本家に収
入が集中

②「雇用のオートメーション化」
→人的労力に頼らず作業ができる
こと
＜メリット＞
・人員削減（人件費も削減）
・ミスの減少
・危険な場所での作業が可能 等
＜デメリット＞
・購入や維持に費用がかかる
・管理者が必要・故障の恐れ 等

③「失業率」
→様々な業務のデジタル化

①「家族の形態の変化」
→高齢化（日本の2100年の平均年齢47

歳予想）、事実婚の増加等、従来
とは異なる形の家族の下で生ま
れたり育てられたりする子供の
増加

②「肥満や自殺の増加」
→生活の質の低下、死亡リスク

③「政治への市民参画の低下」
→投票率の低下により、市民が社
会を変えるための重要な機会を
放棄している割合が高い

社会における変化 経済面での変化 個人レベルでの変化

1 テーマ設定の理由



大分県長期教育計画（素案）の概要

「大分県長期総合計画｣の教育部門の実施計画であり、当該部門の内容と合わせ、教育基本法第17条第２項に基づく｢教育振興基本計画｣

計画の期間 令和７年度（2025年度）～令和15年度（2033年度）〔９年間〕

計画の性格

大分県教育委員会
1 テーマ設定の理由
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「自分で目標を設定し」
1 テーマ設定の理由
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「自分で目標を設定し」

前回、あの方法だとうまくいかなかったか
ら、今日は□□の方法でやってみよう！

どうしたらいいか
思いつかない…。

思いついてる人は、どんな方法を思いついてる？

この単元では〇〇な力を付けたいから、
こんな順番で勉強していきたいな！

1 テーマ設定の理由
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「振り返り」
1 テーマ設定の理由



「振り返り」
今日は、この方法を使ってまとめるととて
もまとめやすかったから、次も使おう！

インターネットは大分市の情報が少なかっ
たから、地域のことを詳しく調べるには別
の方法がよさそうだな。

友達と話すと、新しい発見があったから、
次の時間も困ったら友達に聞いてみよう！

今日の１時間で、どんな
ことが成長した？

うまくいった人は、何が良かったんだろうね？
うまくいかなかった人は、どうしてだと思う？

次はどのように学習すると、単元の目標達成に近づけそうかな？

1 テーマ設定の理由
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「責任を持って行動」

「責任を持って」
→“当事者”・“自分事”として考える

「自分には何ができるか」

なんとなく行動する。
人には言うけど、自分はしない。
自分には関係ない

1 テーマ設定の理由
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「責任を持って行動」
自分に何ができるか質問

自分たちに何ができるか提案
当事者意識で助言

自分たちは何をすべきか相談

1 テーマ設定の理由



①「移民の増加」
→他言語を話す子供の増加
→様々な背景を持つ子供の増加
→学力格差
②「地球環境の変化」
→温室効果ガスの影響による「水
不足」「農業生産の減少」「栄
養失調」「生物種の大量絶滅」

③「自然災害の増加」
→地震・津波・洪水・台風・干バ
ツ・火山の噴火・

④「政府に対する信頼の低下」
→各種の法令や様々なルールを守
ろうとする意識が失われる可能
性

⑤「テロやサイバー犯罪の増加」
→サイバー犯罪の被害者になるリ
スクが約85%

①「経済的な格差の拡大」
→労働者の賃金低下、資本家に収
入が集中

②「雇用のオートメーション化」
→人的労力に頼らず作業ができる
こと
＜メリット＞
・人員削減（人件費も削減）
・ミスの減少
・危険な場所での作業が可能 等
＜デメリット＞
・購入や維持に費用がかかる
・管理者が必要・故障の恐れ 等

③「失業率」
→様々な業務のデジタル化

①「家族の形態の変化」
→高齢化（日本の2100年の平均年齢47

歳予想）、事実婚の増加等、従来
とは異なる形の家族の下で生ま
れたり育てられたりする子供の
増加

②「肥満や自殺の増加」
→生活の質の低下、死亡リスク

③「政治への市民参画の低下」
→投票率の低下により、市民が社
会を変えるための重要な機会を
放棄している割合が高い

社会における変化 経済面での変化 個人レベルでの変化

“エージェンシー”
「自分で目標を設定し、振り返り、責任を持って行動する能力」

1 テーマ設定の理由



“自己調整学習”
「学習者が、メタ認知、動機づけ、行動において、

自分自身の学習過程に能動的に関与していること」

1 テーマ設定の理由

グローカルリーダーに求められる

エージェンシーの育成

～自己調整学習を通して～



自己調整学習のイメージ

《見通し・予見》
「目標設定」「興味関心」「自己効力感」

《行動・遂行コントロール》
「モニタリング（現状の把握）」
「コントロール」「注意の集中」

《振り返り・自己省察》
「自己評価」「原因の分析」「方略の修正」

“エージェンシー”
「自分で目標を設定し、振り返り、責任を持って行動

する能力」

1 テーマ設定の理由



行動
「考えを形成」「調査」
「実験」（個別）

↓
「情報共有」（協働）

↓
「再選択・再決定」（個別）

見通し

「学習計画」
「選択・決定」

振り返り

「メタ認知」
「変容」

「新たな課題発見」

自己調整学習の授業のイメージ

導入 → 展開 → 終末

1 テーマ設定の理由



グローカルリーダー（Think globally、 act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち、人や社会と豊かに関わり、

自己を磨き合う子どもの育成～

①各教科・領域の授業研究

グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成
～自己調整学習を通して～

②学級経営

「わからない」「でも…」が自覚かつ表出できる、安全・安心な学習環境

二つの柱

1 テーマ設定の理由



①本校児童に付けたい力（職員アンケート）
「情報を活用して、考えを具体的に伝える力」 「有言実行」「対話」
「自ら学び、他者と学びを分かち合う」 「学びをつなぎ生かす力」
「何が自分でできるか判断」 「目標に向かって努力」 「実行する力」
「自分で考える」「寛容」「持久力」「学び合う」「振り返りの充実」
「個別と協働の両輪」「個別最適」「省察」「自分事」「見通し」
「自己調整」「自己指導能力」「メタ認知」「自分の学習を自分で調整」
「動機づけ」「学習方略」「判断する力」

②R6年度 授業観察結果より
R4～R6

「まとめ・振り返り」
「きめ細かな指導」

が課題

1 テーマ設定の理由
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④学習指導要領（総則編）
「児童（生徒）一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切
り開いていくためには、主体的に学習に取り組む態度も含め
た学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する力、より
よい生活や人間関係を自主的に形成する態度等が必要とな
る。」
「これらは、自分の思考や行動を客観的に把握し認識する、
いわゆる『メタ認知』に関わる力を含むものである。

③
1 テーマ設定の理由
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⑤文部科学省「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等のあり方に関する有識者検討会」
論点整理

1 テーマ設定の理由
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⑤「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等のあり方に関する有識者検討会」

論点整理

1 テーマ設定の理由
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新大分スタンダード

・ 知識の関連付け、問題の発見・解

決

、情報を精査した考えの形成、思いや考えに基づく創造
・ 様々な人との対話・協働による自分の考えの深化・拡充

「学びに向かう力」と「思考力・判断力・表

現

力」を育成するワンランク上の授業を目指して

１ _１ 時間完結型

*学習の見通しをもたせ、意欲を高める「めあて」
*学びの成果を実感し、学んだことや意欲・問題意識等を次につなげる「振り返り」
*追究すべき事柄を明確にする「課題」、追究した結果を明確にする「まとめ」

２ _板書の構造化

*思考を整

理

したり促したりする板書、思考の過程を振り返ることができる板書

３ _習熟の程度に応じた指導

*「具体的な評価規準」に基づく確かな見取り
*「努力を要する

状

況」の児童

生

徒に対する手立ての工夫

４ _生徒指導の３ 機能を意識した問題解決的な展開

*各教科等の見方・考え方を働かせて展開する「課題設定 情報収集 整

理

・分析
まとめ・表

現

・交流 振り返り・評価」等の学習過程の繰り返しの中で行われる

令和５ 年２ 月版

*各教科等の

特

質や学習過程を踏まえた活

用
*子どもの学びを広げ、深める活動で活

用

（思考の可視化、意見交流、学習の記録等）

*子どもの興味・関心、実態に応じた活

用

Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用

育成すべき資質・能力を見据え、授業の「ねらい」に即したＩＣＴ活

用

1 テーマ設定の理由



1 テーマ設定の理由

2   「エージェンシーの育成」を目指す
「自己調整学習」の授業研究とは 

3 具体的な取組に向けて 



「PDCAサイクル」（経営者視点）
反復的なプロセスを中長期の継続的な改善に適している。

「AARサイクル」（学習者視点）
→学習者が継続的に自らの思考を改
善、行動するための学習プロセス

即時フィードバックによる実践的で短期的な評価と学びに適し
ている。

自己調整学習

1 テーマ設定の理由
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「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力」
は、大丈夫？

学習指導要領（総則編）



○自分で課題を発見し、
目標を設定することができる。

○課題解決に向けて責任を持って
行動することができる。

○自己を分析して振り返り、
次に生かすことができる。

めざす子供像
２「エージェンシーの育成」を目指す「自己調整学習」の授業研究とは



○児童と(が)、振り返りを
参考に見通しを持って学習計画を立てる。

○個別最適な学びや協働的な学びの中で
自己選択・自己決定し、課題解決できるよ
うにする。

○児童と（が）振り返る。
（学習過程・自己の変容）

めざす授業像
２「エージェンシーの育成」を目指す「自己調整学習」の授業研究とは



結果も大切だが、
学習過程（学び方）をより大切にしていく！

２「エージェンシーの育成」を目指す「自己調整学習」の授業研究とは



1 テーマ設定の理由

2   「エージェンシーの育成」を目指す
「自己調整学習」の授業研究とは 

3 具体的な取組に向けて 



自己調整学習の授業のイメージ

導入 → 展開 → 終末

３年１組（図画工作科）の実践
A（Action)行動

考えを形成（個別）

情報共有（協働）

再選択・再決定（個別）

R （Reflection)振り返り

メタ認知・変容

A （Anticipation)見通し

選択・決定

学習計画

３具体的な取組について



A（Anticipation）見通し
３具体的な取組について



A（Actions）行動
３具体的な取組について
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R（Reflections）振り返り
３具体的な取組について



振り返り

見通し
AARサイクル 主体的に学びをつなぎ生かす子供

３具体的な取組について



「振り返りを生かす」
前回〇〇だったから今日は□□するとう
まくいきそうだ。
「可視化」
あとで振り返りやすいようにノートやホ
ワイトボード、ロイロノートに書く
「選択・決定」
私（私たちの班）は、めあて達成のため
にこの方法で学ぼう

→自分事・当事者意識

見通し
３具体的な取組について



振り返り

「メタ認知」
今日の自分の学びはどうだったか。
変容できたのか。
なぜ、うまくいったのか。
なぜ、うまくいかなかったのか。

「次に生かす」
次はこのような方法ですると単元のめあ
てに向かっていけそうだ

３具体的な取組について
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「AARサイクル」を意識した授業改善

視点①：児童が課題解決に向かって、見通しを持つ
ことができるようにするための手立て

視点②：学びの過程と自己の変容を自覚し、
児童自ら学びを進めるための振り返りの工夫

３具体的な取組について



○「個別最適な学びと協働的な学び」（東洋館出版社 奈須 正裕）

○「個別最適な学び 協働的な学びを実現する学級経営」
（明治図書 赤坂 真二）

○「教えから学びへ 教育にとって一番大切なこと」
（河出新書 汐見 稔幸）

○「OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来
エージェンシー、資質・能力とカリキュラム」

（ミネルヴァ書房 白井 俊）
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